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ボールゲーム等における開放型スキル（ｏｐｅｎｅｄｓｋｉｌｌ）は， ボールや敵味方の動きといった周囲の視覚的情

報を手掛かりにしているが， 千変万化する様々な運動場面でこれら情報をいかに素早く的確に処理し実行に

移していくかは， 個人のスキルレベルを決定していく上でも重要なポイントとなる． このような情報は， 言

い換えれば視対象のもつ色彩そのものの存在を空間的に認知することで獲得されるもので， 開放型スキルの

場合には， 認知された色彩の意味するところに従って行動していることにほかならない．

　

さて色彩の果たす役割を探究していく上で， パフォーマンスに及ぼす色彩の影凋萎るこついて論じることは，

運動学習場面における色彩のあり方に関わるところで非常に興味深い． このような認識に先だち， 筆者ら

（１９９４） はすでにパソコンのモニタ画面を用いて背景色のほかに様々な影耀き要因との関係から色彩の誘目性

について検討を加えている． 色彩の誘目性とは， 特定の色彩に魅きよせられるといった色彩感受能に及ぼす

知覚的機能特性の１つであるが， 誘目性の高い色彩は刺激の存在の視認を容易にするといった点で効果的な

パフォーマンスを導くための有利な条件となる． また従来の報告 （Ｌｕｃｋｉｅｓｈ， １９１８；Ｍｏｔｍｔ，ｅｔａＬ，１９５６；大

山，１９５８；江草， １９７７） でも， 様々な色彩環境における心理的効果との関係力雫論じられてきており， パフォ

ーマンスに何等かの影耀挙を及ぼすといった可能性を残すかたちとなっている．

　

Ｇｈｏｓｈ（１９７０） や Ｇａｖｎｉｓｈｙ（１９７３） らは， ボール運動における技能向上のための有用な手段として， 例え

ばボールの色彩利用について提唱している． これに関連する最近の報告（Ｍｏｒｒｉｓ，１９７６；Ｒｉｄｅｎｏｕｒ，１９７９；

ｌｓｓａｃ， １９８０；Ｂｅｌｋａ，１９８５） でも， ボールの捕球課題における色彩の影響について検討されており， 実際の

運動場面における色彩効果に対する関心も高まりつつある． ただこれらは必ずしも一致した見解が得られて

いる訳ではなく， 実際のところ色彩環境がパフォーマンスにどのような影蝿巨を及ぼすかについては様々な議

論を呼ぶところであろう．

　

以上の点を踏まえ， 本研究では運動学習課題として眼と手の協応動作における色彩の影響について検討し

たので報告する． 何等かの視覚的刺激に対して手や腕といった身体の一部を用いて素早く的確に対応すると

いった Ｈａｎｄ‐ｅｙｅ協応課題は，知覚運動調整能にかかる一指標とされているが，本研究ではこのような調整能

における色彩の効果についての基礎資料を提供する．

方

　　　

法

１． 被験者

被験者は， Ｈ大学において保健体育または生涯スポーツ学を専攻している１８歳から２３歳までの男子学生２８

名である． いずれの学生も運動クラブに所属しており， 色覚等を含めた健康上の問題は特に認められなかっ

た．

２． 実験期日・場所

　

本実験は， 平成４年８月中旬から９月中旬にかけて， Ｈ大学の体育心理学研究室内にて実施された．

３． 実験装置

　

実験用の装置は， パソコン本体 （ＮＥＣＰＣ－９８００シリーズ） と， キーボード・マウス・ディスプレイ （ＮＥＣ

ＰＣ－ＴＶ４５５）・プリンタといった周辺機器を基本システムとするハードウェアと０Ｓの ＭＳ－ＤＯＳ上で作動

するＢＡＳＩＣプログラムによるソフトウェアで構成された．モニタ用のディスプレイの大きさは１４インチで，

（６０）
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６００×４００ドットの解像度モードが用いられた．

４． 実験内容

　

本実験課題は， モニタ画面上で瞬時に表示される指標に対して素早くマウススイッチを消すといった単純

反応課題と， モニタ上に出現したボールを素早くマウスでクリックしてできるだけ多くのボールを打ち消す

といったいわば連続玉打動作による Ｈａｎｄ‐ｅｙｅ協応課題である．色彩の違いによる影響として，背景色がモニ

タ画面の黒に対して指標色を白・黒 （白縁）・青・赤・黄の５条件が設定された． 実験試行は各条件試行を３

回づつとすることで， 全部で１５回とした．

５． 測定手順

　

プログラムを起動させ， 初期設定（ランダム系列に基づく指標の出力位置の設定）の後に個人情報（氏名）

を入力する． 次に実験の説明が表示されるので， その表示内容にしたがって測定の準備にかかる． 単純反応

時間の測定にあたって予備刺激が提示されるが， 予備刺激と反応刺激との間のｆｏｒｅｐｅｒｉｏｄは杉山ら（１９９１）

の報告を参考に２秒から５秒の間でランダムに設定された． 反応時間が計測された直後から３０秒間の連続玉

打動作課題が開始される．計測終了後は，指標色条件毎に玉打回数と１回の協応動作の所用時間が算出され，

プリンタに出力された．

結

　　　

果

　

まず本実験では， 無彩色として白と黒， 有彩色のうち短波長で青， 長波長で赤その中間波長として黄の指

標色を用い， 色彩の違いが反応課題や眼と手の協応課題に及ぼす影響について比較検討を加えた‐ 表１ー１

は各色彩条件の単純反応時間の平均値と標準偏差を示し， また表１－２は玉打動作時間の平均値と標準偏差

を示している．

　

本実験における単純反応時間は， 反応刺激はモニタ画面のほぼ中央位置に出現してからマウスのスイッチ

が押されるまでの所用タイムとして計測されている． それぞれの指標色の色彩条件ごとの単純反応時間に着

目していみると， 黒と青の指標色では０‐２３秒， 赤， 黄， 白の指標色では０．２２秒と， 色彩条件間において大き

な差は認められなかった． また一要因分散分析によって統計的に処理した結果， 条件間に有意な差は認めら

れなかった‐

　

次に玉打動作時間について着目した． 眼と手の協応課題における１回の所用時間は， 単純反応時間が計測

された直後から３０秒間で消したポールの数によってその１回の動作時間が割り出されたものであるが， 一回

の玉打動作に要した時間はいずれの色彩条件においても０．７０秒程度で特に単純反応時間同様大きな違いはみ

られなかった． さらに一要因分散分析により統計的に処理した結果でも， 条件間に有意な差は認められなか

った．

表１ー１

　

各色彩条件における単純反応時間の平均値および標準偏差

黒

　　　

青 赤

　　　

黄

　　　

白

平 均 値

　

‐２３

　　　

．２３

　　　

．２２

　　

‐２２

　　

‐２２

標準偏差

　

‐０３１

　

‐０６８

　　

‐０４７

　　

‐０４６

　　

‐０４３
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各色彩条件における玉打動作時間の平均値および標準偏差
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察

　

色彩条件がパフォーマンスにどのような影響を及ぼすかは， 本研究の重大な関心事であるが， 色彩による

効果に関する手掛かりを導く上で， 従来の研究報告について概観しておく必要がある．

　

古藤ら （１９８５） は， 選球眼という観点からボールの色彩が打者に与える影響について検討しているが， 的

中率・方向性・距離の面で黄色のボールが最もよい成績を示したことを報告している． 山田ら （１９７５） は白

の移動指標色 （７ｍ／ｓｅｃ） と白， 灰， 黒の背景色を用いたタイミングコントロールの実験において， 明度対

比の高いときにタイミング誤差時間が小さいこと， また清水 （１９７４） も黒の背景色において白の指標色が最

もタイミング誤差時間が小さかったことを報告している． また Ｍｏｒｒｉｓ（１９７６）が行ったボールの捕球課題の

実験では， 黒の背景色において白のボールはスコア－が高く， 黄色のボールはそれ以上に優れていることを

報告している． 一方鈴村 （１９６３） は， 動体視力が色光の明度のほかに色波長によっても影響を受けることを

指摘しているが， その中で単色光光源の場合には， 赤のような長波長の色彩ほど動体視力が低下する点を指

摘している．

　

筆者ら （１９９４） の経験でも白や黄色は赤や黒と比べ誘目性も高く， しかも黒い背景色との明度対比を考慮

すればこれら色彩は刺激の感受能において有利に作用する． その反面赤や黒の指標は誘目性が低い上に視認

性あるいは明度対比においても不利な条件であるといえよう．

　

以上のことから黒いモニタ画面上に現れた刺激色の存在を素早く察知して， それを素早く打ち消すといっ

た協応課題においては， とりわけ視知覚的感受能の優れた黄色や白による色彩効果が期待され， パフォーマ

ンスへの影顔響も示唆された． しかし実際には単純反応課題並びに眼と手の協応課題において， 色彩条件の違

いによる影響は認められなかった． むしろ本実験課題における条件設定の範囲内であれば色彩条件の違いは

無視できる結果となった．

　

さて色彩条件の違いが認められなかった理由の１つには， 注視方法が中心視であった点が指摘される． 酒

木 （１９７４） によれば， 色彩紙で作成された指標色と背景色との現象的分離が， 視野の周辺部では生じること

はないが中心部に移動させることでそれが可能になると報告している． おそらく中心視の場合には， いずれ

の色彩に対しても指標の視認が容易となり， 結果的に反応課題や協応課題の要件とされる視知覚的な刺激の

存在を素早く認知する上で， 色彩の影響が少なかったものと考えられる． Ｓ１ａｔｅｒ‐Ｈａｍ・ｎｅｌ（１９５５）は， 周辺

視の場合の方が刺激の位置や強さによる影耀Ｆを受けやすい点を指摘しており， 色彩の影響を論じる上では，

中心視課題による色彩の影響は比較的少ないといえる．

加えて指標の大きさもモニタ上では２０ドット程度と小さいかったことも考慮に入れておくべきであろう．

参考までにモニタ全体を反応刺激として用いた杉山 （１９８８） の報告と比較してみると， 本実験結果では０．０２

秒から０‐０３秒程度の反応時間遅れが生じている． このような遅れはいうまでもなく本計測で使用された刺激

の大きさの違いに関係しているといえる．刺激の大きさによっては色彩効果が反映されない場合も考えられ，

色彩効果を論じる場合にはこれらの点についても検討しておく必要があろう．

（６２）



１８１Ｈａｎｄ‐ｅｙｅ協応課題に及ぼす色彩条件の影響

　

さて本実験では， 刺激反応課題と眼と手の協応課題による色彩の影響について検討してきたがその影響を

認めることはできなかった． 運動遂行上， 色彩の工夫が視知覚的運動機構に対して有利に働くと想定される

が， 実際の運動行動の良否に対しては様々な影響要因が介在し， 色彩はその一要因であるものの， それが必

ずしも決定要因とはならないであろう． Ｄ皿ｗｏｏｄｙ（１９９１） は， 色彩効果に関するいくつかの報告に対して

方法論的な問題を指摘しているが， 色彩とパフォーマンスとの関係は， おそらく色彩条件と運動課題の性質

との対応関係を通して論じられなくてはならず，今後はさらにそれらの研究成果が待たれるところであろう．
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